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２
０
２
５
年
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
目
標
年

だ
っ
た
が
、
最
近

で
は
２
０
４
０
年

問
題
が
話
題
と
な

り
、
２
０
２
５
年

問
題
は
先
送
り
さ
れ
た
感
が
あ

る
▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
切
間
無
く
提

供
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
過

ご
す
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

だ
。
こ
う
聞
く
と
、
国
や
自
治

体
が
担
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
勘
違
い
す
る
人
が
多
数

い
る
と
思
う
。
実
の
と
こ
ろ
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
自
助

と
互
助
で
つ
く
り
運
用
さ
れ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
国
民
に
丸
投
げ
さ
れ
た

も
の
だ
。
こ
う
い
う
環
境
下
で

は
、
商
業
主
義
に
走
っ
た
シ
ス

テ
ム
が
つ
く
ら
れ
や
す
く
、
組

織
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
も
揶

揄
さ
れ
る
。
高
齢
者
や
障
害
者

施
設
を
つ
く
り
、
安
価
な
住
居

費
で
末
期
が
ん
と
難
病
患
者
を

招
き
入
れ
る
。
そ
こ
に
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ

て
、
必
要
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

頻
回
訪
問
看
護
を
行
っ
た
り
、

訪
問
時
間
を
改
竄
し
た
り
、
本

当
は
一
人
な
の
に
複
数
の
看
護

師
で
訪
問
し
た
こ
と
に
す
る
な

ど
の
不
正
請
求
を
行
う
。
利
用

者
は
高
額
療
養
費
や
限
度
額
が

あ
り
、
支
払
額
が
変
わ
ら
な
い

の
で
気
づ
か
れ
に
く
い
▼
最
近

２
つ
の
企
業
の
不
正
請
求
が
暴

か
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
１
件
は

何
と
２８
億
円
と
い
う
か
ら
驚
き

だ
。
せ
っ
か
く
良
い
制
度
が
あ

っ
て
も
悪
用
さ
れ
る
と
、
そ
の

制
度
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。

（
Ｙ
Ｓ
）

神奈川県保険医協会会員数（4月9日現在）

6,522名 　医科：3,950名  歯科：2,572名

※協会未入会の方をご紹介ください。ご連絡は、協会組織部まで。

「窓口負担“ゼロの会”」へのご賛同を
2面

3面

5面

①医療問題研究会

地域医療を取り戻す 全国ＪＭＡＴの活躍

②【4月1日から】入院時食事療養費・生活療養費が改定

医療政策研究室　解説レポート

「かかりつけ医機能報告」と医療情報ネット（ナビイ）

〈もしもし税経部〉今一度確認しよう 年次有給休暇

今号のピックアップ

園田栄太郎
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大
阪
協
会
が
賛
同

兵
庫
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
弾
み

「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』」

設
立
か
ら
１８
年

活
動
・
発
信
の

拠
点
が
拡
大

　

「
ゼ
ロ
の
会
」
は
２
０
０
７

年
に
創
設
。
窓
口
負
担
と
い
う

存
在
そ
の
も
の
が
、
健
康
保
険

法
の
現
物
給
付
（
療
養
の
給
付
）

の
主
旨
に
反
す
る
と
い
う
原
則

に
た
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
受
診
が
左
右
さ
れ
る
の
は
お

か
し
い
と
制
度
の
根
本
を
問
い

か
け
、「
窓
口
負
担
の
『
解
消
』」

の
一
点
を
目
指
し
始
ま
っ
た
。

協
会
の
基
本
要
求
で
あ
る
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
（
適
正
な
評

価
）
を
掲
げ
る
と
、
受
診
時
の

患
者
負
担
が
増
大
す
る
と
い
う

二
律
背
反
を
解
消
し
、
医
療
費

総
枠
拡
大
の
土
台
を
患
者
・
国

民
と
と
も
に
築
く
運
動
と
し
て

協
会
活
動
の
大
き
な
柱
に
位
置

付
け
て
い
る
。
設
立
か
ら
１８
年

を
迎
え
、
賛
同
は
３
万
７
千
９

１
６
名
（
３
月
３１
日
現
在
、
請

願
署
名
含
む
）
に
上
る
。

　

こ
の
間
の
動
き
で
は
、
２３
年

に
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
「
人

権
と
し
て
の
『
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
』
の
保
障
」
を
テ
ー
マ
に

人
権
擁
護
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、基
調
報
告
「
提
案
」

に「
減
免
制
度
を
拡
充
し
つ
つ
、

窓
口
負
担
の
廃
止
を
目
指
す
こ

と
」
と
盛
り
込
ん
だ
。
２４
年
２

月
に
は
日
弁
連
と
懇
談
し
、
５

月
に
同
会
貧
困
問
題
対
策
本
部

の
森
弘
典
弁
護
士
を
ゼ
ロ
の
会

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
演
者

と
し
て
招
聘
し
た
。
法
曹
か
ら

の
「
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
人

権
」、「
医
療
保
険
は
療
養
の
給

付
（
現
物
給
付
）
を
原
則
と
し

て
お
り
、
窓
口
負
担
を
課
す
必

然
性
は
な
い
」
と
い
う
発
信
に

は
、
全
国
の
協
会
・
保
団
連
も

注
目
。「
ゼ
ロ
の
会
」
の
活
動

に
も
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
発
信
力

に
定
評

　

大
阪
協
会
は
兵
庫
協
会
と
と

も
に
ラ
ジ
オ
関
西
「
医
療
ど
ぉ

～
ナ
ル
！
」
（
毎
週
金
曜
日
午

　

協
会
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
い
る
「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』」

（
以
下
、「
ゼ
ロ
の
会
」）
に
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
が
３
月
３１
日
付
で
団
体

賛
同
し
た
。「
ゼ
ロ
の
会
」
に
は
こ
れ
ま
で
、
医
師
会
や
患
者
団
体
等
か
ら

賛
同
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
７４
団
体
目
の
賛
同
と
な
る
。

経営に関する会員アンケート経営に関する会員アンケート

ご協力お願いします

　近年の物価高騰に対し、診療報酬が追い付いていないと思われる現

状があります。行政等への要請に医療現場の実情を着実に反映したく、

緊急アンケートを実施することといたしました。大変恐れ入りますが、

何卒、ご協力をお願いいたします。

【回答方法】

 回答は1医療機関につき、FAXもしくは右記フォーム（ht

tps://x.gd/eZXcy）の1回のみです。いずれかの方法でご回

答願います。

【対象】青色申告を行っている開業医師・歯科医師

【締切】5月12日まで

※本アンケートは匿名で実施しております。

前
７
時
３０
分
放
送
）
と
い
う
番

組
を
持
ち
、
役
員
が
医
療
政
策

に
つ
い
て
解
説
す
る
な
ど
、
市

民
へ
の
発
信
力
に
定
評
が
あ

り
、
今
後
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
発

信
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。
賛

同
に
あ
た
り
同
会
宇
都
宮
健
弘

理
事
長
は
、『
諸
外
国
で
は
行

わ
れ
て
い
る
医
療
費
窓
ロ
負
担

の
無
料
化
。
日
本
で
で
き
な
い

理
由
は
な
い
は
ず
で
す
。
な
ぜ

や
ろ
う
と
し
な
い
の
か
？
誰
が

さ
せ
な
い
の
か
？
も
っ
と
大
き

な
声
で
発
信
し
よ
う
！
ゼ
ロ
の

とき：６月８日（日）14：00～16：30
ところ：兵庫県保険医協会・WEB併用

　基調講演：  「人権保障から考える　基調講演：  「人権保障から考える

　　　　　『窓口負担ゼロ』」伊藤 真 氏（弁護士）　　　　　『窓口負担ゼロ』」伊藤 真 氏（弁護士）

　兵庫・神奈川・千葉・大阪歯科各協会によりミニ講演　兵庫・神奈川・千葉・大阪歯科各協会によりミニ講演

※詳細次号以降！※詳細次号以降！

オンラインイベントオンラインイベント
みんなで語ろう「窓口負担ゼロ」みんなで語ろう「窓口負担ゼロ」

～お金の心配なく～お金の心配なく
医療にかかれる社会に～医療にかかれる社会に～

講師の河合氏

大阪府保険医協会
宇都宮健弘理事長

歯
科
特
別
研
究
会

嚥
下
障
害
診
療
に
お
け
る
嚥
下
内
視
鏡
検
査

（
Ｖ
Ｅ
）
の
役
割
と
横
浜
市
金
沢
区
三
師
会

嚥
下
在
宅
チ
ー
ム
の
取
り
組
み

河
合
敏
氏

事後抄録歯
科
研
究
部
は
３
月
１４
日
、

歯
科
特
別
研
究
会
「
嚥
下
障
害

診
療
に
お
け
る
嚥
下
内
視
鏡
検

査
（
Ｖ
Ｅ
）
の
役
割
と
横
浜
市

金
沢
区
三
師
会
嚥
下
在
宅
チ
ー

ム
の
取
り
組
み
」
を
開
催
。
講

師
は
河
合
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
院

長
・
河
合
敏
氏
が
務
め
、
１
０

１
名
が
参
加
し
た
。

　

誤
嚥
は
主
に
、
①
「
嚥
下
時

の
喉
頭
閉
鎖
（
気
道
防
御
）
が

不
完
全
で
生
じ
る
タ
イ
プ
」
と
、

②
「
全
量
の
食
塊
や
液
体
を
食

道
に
送
り
込
め
ず
、
咽
頭
の
残

留
物
が
気
道
に
入
る
タ
イ
プ
」

に
分
か
れ
る
。
個
々
の
患
者
に

よ
っ
て
嚥
下
障
害
の
病
態
は
異

な
る
。

　

嚥
下
障
害
の
病
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
嚥
下
造
影
検
査

（
Ｖ
Ｆ
）
や
嚥
下
内
視
鏡
検
査

（
Ｖ
Ｅ
）
な
ど
の
嚥
下
機
能
検

査
を
行
い
、
そ
の
病
態
に
相
応

し
た
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
Ｖ
Ｆ
は
嚥
下
全
般
を
視
覚

的
に
評
価
で
き
る
優
れ
た
検
査

で
あ
る
が
病
院
の
Ｘ
線
透
視
室

で
な
け
れ
ば
施
行
で
き
な
い
た

め
、
外
出
が
困
難
な
在
宅
の
症

例
で
は
Ｖ
Ｅ
が
中
心
に
な
る
。

　

私
が
往
診
で
Ｖ
Ｅ
を
行
っ
た

在
宅
の
嚥
下
障
害
患
者
１
０
５

例
中
４２
例
が
絶
飲
食
と
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
う
ち
９
例
（
２１

％
）
は
何
ら
か
の
対
策
を
施
せ

ば
（
症
例
に
よ
っ
て
は
施
さ
な

く
て
も
）
経
口
摂
取
が
可
能
な

状
態
だ
っ
た
。
安
易
に
経
口
摂

取
を
制
限
す
る
こ
と
は
厳
に
慎

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

金
沢
区
三
師
会
（
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
で
構

成
）
で
は
、
金
沢
区
の
在
宅
嚥

下
障
害
患
者
に
対
応
す
る
た

め
、
２
０
１
８
年
５
月
に
多
職

種
か
ら
な
る
嚥
下
在
宅
チ
ー
ム

を
発
足
し
た
（
現
在
の
メ
ン
バ

ー
は
、
内
科
医
・
耳
鼻
咽
喉
科

医
・
脳
神
経
内
科
医
・
歯
科
医
・

薬
剤
師
・
言
語
聴
覚
士
・
管
理

栄
養
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

事
務
局
―
計
１８
名
）。

　

金
沢
区
在
宅
医
療
相
談
室
に

相
談
さ
れ
た
在
宅
嚥
下
障
害
症

例
に
対
し
て
、
最
初
の
往
診
は

歯
科
医
と
耳
鼻
咽
喉
科
医
が
一

緒
に
患
家
を
訪
れ
口
腔
内
の
評

価
と
Ｖ
Ｅ
を
施
行
し
て
い
る
。

１
回
目
の
Ｖ
Ｅ
は
下
咽
頭
癌
な

ど
の
器
質
的
疾
患
を
除
外
す
る

た
め
耳
鼻
咽
喉
科
医
が
兵
頭
法

で
行
い
、
経
過
観
察
の
Ｖ
Ｅ
は

歯
科
医
の
施
行
も
あ
り
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ

て
ほ
か
の
職
種
が
関
与
す
る

が
、
個
々
の
患
者
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
は
Ｍ
Ｃ
Ｓ
（M

edical 

C
are S

tation

）
に
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
っ
て
い
る
。

　

年
に
４
回
以
上
（
多
い
年
は

７
回
）、
チ
ー
ム
の
講
演
会
や

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

必
ず
そ
の
後
に
意
見
交
換
会

（
懇
親
会
）
を
行
っ
て
い
る
。

良
好
な
多
職
種
連
携
の
た
め
に

は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

会
に
私
た
ち
も
賛
同
し
ま
す

‼
』
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
た
。

ゼ
ロ
く
ん
in

兵
庫
！

大
阪
歯
科
協
会
も

イ
ベ
ン
ト
共
催

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
か

ら
始
ま
り
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

た
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
。
２２
年
か
ら
は
、

神
奈
川
・
兵
庫
・
千
葉
の
３
協

会
で
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
、
今

年
は
６
月
８
日
に
兵
庫
で
の
開

催
が
決
定
し
た
。
ま
た
今
回
か

ら
新
た
に
大
阪
歯
科
協
会
も
共

催
に
加
わ
る
な
ど
、「
ゼ
ロ
」

発
信
の
拠
点
が
拡
大
中
だ
。
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学
術
部
で
は
、
第
一
線
医

療
・
医
学
の
創
造
、
実
践
、

発
展
を
目
指
し
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
度
に
は
厚
労

省
の
検
討
会
が
募
集
し
た
ポ

リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
Ｐ
Ｐ
）

対
策
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
用

さ
れ
、
お
薬
手
帳
を
活
用
し

た
医
薬
双
方
向
で
の
情
報
共

有
の
取
り
組
み
を
実
施
。
特

に
慎
重
な
投
与
が
必
要
な
薬

剤
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
ｓ
）
へ
の
認
識

共
有
と
減
薬
後
の
フ
ォ
ロ
ー

に
つ
い
て
お
薬
手
帳
を
用
い

て
行
い
、
そ
の
成
果
を
報
告

し
た
。
同
省
の
政
策
検
討
へ

の
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は

協
会
発
足
以
来
、
初
の
快
挙

と
な
っ
た
。

　

同
年
９
月
に
は
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
の
各
保
険
医
協
会
（
関

東
１
都
６
県
と
山
梨
県
）
の

協
力
を
得
て
、
「
診
療
所
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
１９
診
療
実
態

調
査
」
を
実
施
。
開
業
医
の

コ
ロ
ナ
診
療
へ
の
貢
献
度
や

発
熱
外
来
の
未
指
定
理
由
な

ど
、
第
７
波
に
お
け
る
診
療

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
朝
日

新
聞
・
東
京
新
聞
・
メ
デ
ィ

フ
ァ
ク
ス
等
で
広
く
報
道
さ

れ
た
。

　

現
在
も
新
た
な
臨
床
研
究

の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
。
全
国
で
増
加
傾

向
に
あ
る
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
患
者
に
は
、
末
期
腎

不
全
を
抑
制
す
る
治
療
が
望

ま
れ
る
。
し
か
し
、
末
期
腎

不
全
へ
の
効
能
を
有
す
る
薬

剤
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
現
状
だ
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

非
ス
テ
ロ
イ
ド
型
の
選
択
的

ミ
ネ
ラ
ル
コ
ル
チ
コ
イ
ド
受

容
体
拮
抗
薬
に
関
す
る
研
究

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
開
業

医
視
点
の
調
査
研
究
・
発
信

は
重
要
で
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ

会
員
の
先
生
方
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
会
員
の
自
主
研
究

の
支
援
と
し
て
学
術
研
究
費

補
助
金
公
募
事
業
を
２
０
０

５
年
よ
り
隔
年
で
実
施
し
、

６
月
よ
り
１１
回
目
の
公
募
を

開
始
す
る
。
上
限
３０
万
円
の

資
金
援
助
の
他
、
豊
富
な
臨

床
研
究
の
実
施
経
験
を
持
つ

学
術
部
員
と
事
務
局
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
日

常
診
療
の
現
場
か
ら
エ
ビ
デ

ン
ス
を
発
信
し
、
開
業
医
医

療
の
力
量
を
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
水
準
を
さ
ら
に
高

め
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

と
り
わ
け
多
く
の
国
民
の

健
康
を
預
か
る
開
業
医
に
と

っ
て
、
新
規
医
薬
品
の
臨
床

応
用
や
、
生
活
習
慣
病
の
指

導
ポ
イ
ン
ト
等
を
見
出
す
研

究
は
重
要
だ
。

　

し
か
し
日
常
診
療
と
並
行

し
、
綿
密
な
研
究
実
施
計
画

書
の
作
成
、
統
計
解
析
の
実

施
は
困
難
も
多
い
。
学
術
部

で
は
、
適
切
な
研
究
の
実
施

に
必
要
な
知
識
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
臨
床
研
究
や
統
計
に

関
す
る
研
究
会
も
開
催
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
先

の
目
的
の
通
り
、
最
終
的
に

は
日
々
来
院
す
る
患
者
の
診

療
に
活
か
し
、
第
一
線
医
療

の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
と
も
学
術
部
の
活
動

に
ご
協
力
、
ご
期
待
い
た
だ

き
た
い
。

開
業
医
医
療
の
向
上
を

日
常
診
療
の
現
場
か
ら
研
究
へ

政
策
部
は
３
月
２１
日
、
「
災

害
と
Ｄ
Ｘ
／
能
登
半
島
地
震
に

お
け
る
災
害
時
医
療
の
実
態
」

を
テ
ー
マ
に
医
療
問
題
研
究
会

を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
開
催
。
講
師
に
小
松
市
医
師

会
会
長
、
医
療
法
人
社
団
惠
仁

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
村
井
裕
氏

を
迎
え
、
医
師
１８
名
、
歯
科
医

師
８
名
等
３５
名
が
参
加
し
た
。

　

村
井
氏
は
能
登
半
島
地
震
前

か
ら
小
松
市
医
師
会
が
備
え
て

い
た
、
災
害
時
に
住
民
の
医
療

を
守
る
た
め
の
取
組
を
紹
介
。

発
災
直
後
の
初
動
や
命
令
系
統

を
可
視
化
し
た
初
動
フ
ロ
ー
を

作
成
・
共
有
し
て
い
る
こ
と
や
、

連
絡
フ
ロ
ー
と
し
て
各
医
療
機

関
に
連
絡
役
１
人
を
配
置
し
、

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
被
災
地
域
へ
提

供
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
自
院
患
者
へ

の
診
療
を
継
続
さ
せ
な
が
ら
災

害
医
療
を
両
立
で
き
た
と
振
り

返
っ
た
。

　

９
月
２１
日
に
能
登
豪
雨
が
発

生
、
輪
島
市
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

外
部
の
ボ
イ
ラ
ー
や
往
診
車
も

含
め
て
大
量
の
土
砂
に
埋
ま
っ

た
際
に
は
、
震
災
の
経
験
を
活

か
し
て
村
井
氏
を
は
じ
め
県
医

師
会
、
郡
市
医
師
会
役
員
ら
が

泥
掘
り
に
従
事
し
、
被
災
し
な

が
ら
も
診
療
が
継
続
可
能
な
状

況
へ
の
手
助
け
が
で
き
た
と
し

た
。
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
だ
時
代
に
お

い
て
、
情
報
を
制
す
る
者
は
災

害
を
制
す
る
こ
と
や
、
災
害
時

で
も
基
本
に
忠
実
に
少
な
い
医

療
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
で
救
わ
れ
る
命
が
多
く
あ

る
た
め
、
尽
力
し
た
と
語
っ

た
。

＊
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
い

医
療
ド
ッ
ト
コ
ム
」
に
て
動

画
配
信
予
定
。

連
絡
ツ
ー
ル
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
に
よ
る
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
緊
急
連
絡
が
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
等
、
大
規
模

災
害
を
想
定
し
た
準
備
を
行
っ

て
い
た
と
し
た
。

　

石
川
県
医
師
会
が
本
部
と
な

り
命
令
系
統
が
明
確
化
さ
れ
た

が
、
災
害
拠
点
病
院
等
へ
の
患

者
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、
県
医

師
会
が
検
討
し
つ
つ
も
小
松
市

医
師
会
も
状
況
を
把
握
し
進
め

て
い
た
と
説
明
。
小
松
市
は
西

部
・
東
部
・
南
部
の
３
班
体
制

と
し
て
お
り
、
南
部
の
粟
津
温

泉
で
２
次
避
難
者
を
受
け
入
れ

た
際
に
は
、
他
の
班
が
助
け
る

形
で
連
携
し
対
応
し
た
と
説

明
。
「
災
害
は
い
つ
も
最
悪
の

高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で

患
者
情
報
を
取
得

　

保
険
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
な
く
と
も
患
者
情
報
を

閲
覧
で
き
な
い
か
政
府
に
相
談

し
、
災
害
時
モ
ー
ド
の
発
動
に

至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。
住

所
、
生
年
月
日
、
氏
名
、
性
別

の
４
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
で

健
診
、
診
療
、
処
方
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

診
療
を
継
続
。
非
常
に
高
い
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
で
運
用
さ
れ
、
ト

ラ
ブ
ル
も
な
か
っ
た
と
し
た
。

ま
た
、
温
泉
宿
な
ど
の
２
次
避

難
所
で
は
災
害
処
方
箋
（
災
害

救
助
法
）
の
選
択
肢
も
あ
っ
た

が
、
法
律
上
不
確
実
で
あ
っ
た

の
と
、
事
務
手
続
き
に
係
る
被

災
地
の
行
政
の
手
間
や
コ
ス
ト

を
考
慮
し
、
保
険
診
療
の
処
方

を
行
っ
た
と
話
し
た
。

情
報
共
有
で
医
療
資

源
の
最
大
活
用
を

　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師
会
災

害
医
療
チ
ー
ム
）
の
最
終
目
標

は
「
被
災
地
に
、
地
域
医
療
を

取
り
戻
す
」
こ
と
で
あ
り
、
全

国
か
ら
延
べ
人
数
約
１
万
２
千

人
の
医
師
が
石
川
県
に
集
い
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
か
ら
支
部

へ
の
指
示
に
よ
り
潤
滑
に
避
難

所
に
医
師
の
派
遣
が
な
さ
れ
た

と
し
た
。
２
次
避
難
所
へ
の
中

継
地
点
と
し
て
１
・
５
次
避
難

所
が
小
松
市
の
体
育
館
に
開
設

さ
れ
、
大
型
輸
送
機
で
運
ば
れ

て
く
る
避
難
者
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
大
分
県
医
師
会
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

チ
ー
ム
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

施
し
た
と
し
た
。
ま
た
、
村
井

氏
自
身
が
能
登
半
島
に
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
活
動
に
向
か
う
際
に
は
、
Ｎ

状
況
か
ら
始
ま
る
」
と
し
、
初

期
対
応
が
非
常
に
大
変
だ
っ
た

が
、
連
絡
を
誰
に
す
る
か
等
の

訓
練
が
功
を
奏
し
、
早
期
の
対

応
が
で
き
た
と
し
た
。
１
月
５

日
に
は
行
政
、
小
松
市
医
師
会

ら
様
々
な
団
体
で
緊
急
会
議
を

開
催
。
Ｄ
Ｘ
を
進
め
日
頃
か
ら

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
い
た
た

め
、
迅
速
に
参
集
で
き
た
こ
と

に
触
れ
た
。

講師の村井氏

地
域
医
療
を
取
り
戻
す

全
国
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
躍

能
登
半
島
地
震　

小
松
市
医
師
会
の
対
応

医療問題研究会

　厚労省は3月24日、4月1日から変更される入院時食事療養費・生活療養費の患者負担額を改定する告示を発出した。入院時食事療養費は食材費の価格高騰

を背景に、全区分で1食につき20円引き上げることが2月20日に告示されていた。4月1日（5月請求分）からの費用額及び患者負担額は下表のとおり。なお、

低所得Ⅰに該当する患者の負担額については変更がないため、割愛した。

【4月1日から】入院時食事療養費・生活療養費が改定
費用額は20円、患者負担は低所得Ⅰ以外は10～20円引き上げに

※カッコ内は3月31日までの費用額

食事療養（Ⅰ）食事療養（Ⅱ）

（1）（2）以外の食

事療養を行う場合
690円（670円） 556円（536円）

（2）流動食のみを

提供する場合
625円（605円） 510円（490円）

【入院時食事療養】費用額の改定

※カッコ内は3月31日までの費用額

【入院時生活療養】費用額の改定

入院時生活療養（Ⅰ）

（1）食事の提供たる療養（1食につき）

イ：ロ以外の食事の提供たる

　    療養を行う場合
604円（584円）

ロ：流動食のみを提供する場合 550円（530円）

入院時生活療養（Ⅱ）

（1）食事の提供たる療養

　  （1食につき）
 470円（450円）

※1：表中の「難病」とは指定難病の特定医療費助成制度の対象患者のこと　　※2：「重症者」とは、別に厚生労働大臣が定める患者（平成
18年9月8日厚生労働省告示第488号）のこと。詳細は『公費負担医療等の手引2023年9月版』p.160をご確認いただきたい。

入院時生活療養標準負担額（患者負担額）＜療養病床に入院する65歳以上の患者＞

65歳以上70歳未満
（後期高齢者医療を受ける者を除く）

高齢受給者

後期高齢者

上位所得者「ア」「イ」

一般所得者「ウ」「エ」

現役並・一般

（Ⅲ）

住民税非課税「オ」 低所得（Ⅱ）

備考
居住費（1日につき）食費（1食につき）

難病※1 難病※1

生活療養（Ⅰ）

370円 ０円

510円
300円

生活療養（Ⅱ） 470円

生活療養（Ⅰ）・（Ⅱ） 240円

入院90日超 190円

重症者※2 240円

入院90日超 190円

入院時食事療養標準負担額（患者負担額）＜療養病床以外の病床に入院する全年齢の患者及び療養病床に入院する65歳未満の患者＞　

70歳未満のもの
（後期高齢者医療受ける者を除く）

高齢受給者

後期高齢者
備考 1食につき

上位所得者「ア」「イ」

一般「ウ」「エ」

現役並・一般

（Ⅲ）

510円

 （300円※1）

住民税非課税「オ」 低所得（Ⅱ）
入院90日以内 240円

入院90日超 190円

※1： 指定難病及び小児慢性特
定疾病児童については1食
につき300円とする
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「かかりつけ医機能報告」と
医療情報ネット（ナビイ）

◆ かかりつけ医機能報告始動、

　初回26年1～3月
　2025年4月より、「かかりつけ医機能

報告」制度が始動した。この3月発出予

定だった「かかりつけ医機能の確保に

関するガイドライン」は直に公表となる。

　医療機関に直接関わる、行政への報

告は26年1～3月となる。今回は制度創

設の顛末と概要を触れる。

　仔細は、厚労省ホームぺージの専用

ページ「かかりつけ医機能報告制度」（htt

ps://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000123022_00007.html）

にあり、既に昨秋より2回、自治体向け

の研修説明会が行われている。資料や

YouTube映像は、アップされており、

確認できる。尚、「かかりつけ医機能報

告」制度は登録医制ではない。

◆ 難産の末、落着 

　「かかりつけ医機能」法定化
　2023年5月12日、国会で全世代社会保

障法案として他法案と束ねて提出され

た医療法改正法案が成立した。従来、省

令だった「かかりつけ医機能」は、法文に

格上げされ、その機能を医療機関は都

道府県知事に報告することになった。

かかりつけ医「機能」の「見える化」であ

り、患者は「手上げ式」で選択をする。

　この法制化に至るまで、いわゆる「家

庭医」派による▽「かかりつけ医」の制度

化（=登録医制）の提案とそれへのマス

コミの傾倒、▽コロナ禍のパンデミッ

クでの発熱外来の逼迫に牽強付会した

「かかりつけ医」の「認定制」導入の世

論誘導、▽与党審査での「かかりつけ

医機能」の行政による「確認」（外形的

な事実確認）への「認定」（=処分性のある

行政行為）の色彩の密輸入―など医療

界との攻防が法案上程前に展開される。

　法案上程後は、立憲等の野党を中心

に、登録医制導入が主張され、これに

傾倒する報道も重なる。自民党が「登録」

や「認定」への医療現場の不安を解消

する厚労大臣答弁を引き出し難産の末、

落着となっている。

◆法制化後の執拗な換骨奪胎の策略
　ことはそれで終わらない。その後の

焦点は、「かかりつけ医機能報告」の内

容に移動するが、策動が続く。

　法案成立直後の5月13日、日本プライ

マリ・ケア連合学会はシンポジウム「か

かりつけ医の制度化の行方は？プライ

マリ・ケアの発展につなげるために」

を開催し、報告制度をプライマリ・ケ

ア強化へ繋げることを検討。

　健保連は5月12日、「かかりつけ医機

能が発揮される制度整備」に向け、「認

定・登録」制の検討を含めた取り組み

を求め、5月26日の経済財政諮問会議で

民間議員が「かかりつけ医機能報告制

度」に触れ「信頼が得られる実効性の

高いものに具体化すべき」と言及。

　これら、法律の枠を超えた注文付け

が連綿と続く。

◆ 検討会、分科会での法律超えた思いの開陳
　「かかりつけ医機能が発揮される制度

整備」の施行に向け、新設の「国民・患者

に対するかかりつけ医機能をはじめと

する医療情報の提供等に関する検討会」

（親検討会）の下、「かかりつけ医機能

が発揮される制度の施行に関する分科

会」（初回11月15日）と「医療機能情報

提供制度･医療広告等に関する分科会」

（初回11月20日）で具体化が進む。制度

施行分科会が中心部隊だ。が、厚労省OB

香取照幸氏等は持論の展開に腐心する。

◆ 「1号機能」と「2号機能」法は来年4月施行
　当初の法律を超えたこれらの思いは、

この間の日本医師会の会見や審議会発

言、二木立・日本福祉大学名誉教授の

論文や講演、COMLのシンポジウム、当

協会の発信等もあり、次第にマイナー

チェンジが重ねられ収束モードを見せ、

「かかりつけ医を持つことは権利ではあ

るが義務ではない」が全体合意として

収斂。紆余曲折を経て、最終的に昨年

（2024年）7月31日に制度施行分科会報

告書としてまとめられている（https://www.

mhlw.go.jp/content/10800000/001281024.pdf）。

　かかりつけ医機能は、改正医療法

（2025年4月1日施行）の第30条の18の4

で条文化され、その第1項の第1号で、「継

続的な医療を要する者に対する発生頻

度が高い疾患に係る診療その他の日常

的な診療を総合的かつ継続的に行う機

能（厚生労働省令で定めるものに限る）

の有無及びその内容」と規定されている。

　また、第2号で、「継続的な医療を要

する者に対する次に掲げる機能」とし、

①時間外診療、②入退院支援、③在宅

医療、④介護他関連サービスとの連携、

の各機能があげられている。これを

各々、「1号機能」、「2号機能」と称し、

その報告内容の検討がなされてきた。

◆「症状」から「疾患」へ 全医療機関が報告
　分科会の議論で焦点となったのは「1

号機能」の具体的な報告項目。最終的

には、▽1次診療の対応可能な診療領域

や疾患、▽かかりつけ医機能に関する

研修修了者・総合診療専門医の有無―

などの項目に落ち着いた。制度施行後5

年をめどに再検討をする。

　当初は「対応可能な症状」が提案さ

れたが、「患者の訴える症状と医師の考

える症状に違いがあり医療現場が混乱

する」等、医療側からの意見を踏まえ

修正されている。17の診療領域ごとの

一次診療の対応可能の有無、いずれか

の診療領域で一次診療が可能なこと（一

次診療可能な疾患も報告）となった。

　これらの報告が「可」の場合に「1号

機能を有する医療機関」として、「2号

機能」の報告を行う（報告書参照）。　

　この報告対象は、特定機能病院（大

学病院等）と歯科医療機関を除く全て

の病院と診療所。報告事項は現在、厚

労省ホームぺージ掲載の「医療情報ネ

ット（ナビイ）」で公開され、患者・国

民が検索が可能となる。（https://www.mhlw.go.jp/

stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/teikyouseido/index.html）

　かかりつけ医機能報告はG-MIS（医療

機関等情報支援システム）を通じた医

療機能情報提供制度報告と合わせ、毎

年1～3月の報告が義務となる。 （終）

解説レポート

＊適宜、話題となった問題に関し解説するのでご覧戴きたい。

◆医療機能情報提供制度について

◆医療情報ネット（ナビイ）

◆医療機能情報提供制度・薬局機能情報提供制度

◆かかりつけ医機能報告の流れ（令和5年9月29日 第102回社会保障審議会医療部会資料）

〈参考〉
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5.24（土）

第33回 在宅医療・介護セミナー第33回 在宅医療・介護セミナー

2025年地域包括ケア2025年地域包括ケア
システムを検証するシステムを検証する

—2040年に向けて——2040年に向けて—

　申込方法　申込方法

　プログラム　プログラム

座長挨拶 

　 　 保険医協会副理事長、医）日横クリニック院長保険医協会副理事長、医）日横クリニック院長 鈴木 悦朗氏鈴木 悦朗氏

パネルディスカッション・話題提供
①「2040年に向けた医療の視点<仮>」①「2040年に向けた医療の視点<仮>」 

　　西神奈川ヘルスケアクリニック 院長西神奈川ヘルスケアクリニック 院長 赤羽 重樹氏赤羽 重樹氏

②「在宅から見た地域包括ケアシステムの実際と課題②「在宅から見た地域包括ケアシステムの実際と課題

　　　～訪問看護・ケアマネの立場から～」　　　～訪問看護・ケアマネの立場から～」

　　よりそい看護ケアセンター 代表取締役よりそい看護ケアセンター 代表取締役 栗原 美穂子氏栗原 美穂子氏

③「在宅療養の充実～地域における訪問介護の役割～」③「在宅療養の充実～地域における訪問介護の役割～」

　　医療法人五星会 YMG訪問介護医療法人五星会 YMG訪問介護

　　ステーション新横浜 管理者ステーション新横浜 管理者 藤原 恵藤原 恵氏氏

④「地域共生社会における特養の在り方」④「地域共生社会における特養の在り方」

　　社会福祉法人藤嶺会社会福祉法人藤嶺会

　　介護老人福祉施設弥生苑 副施設長介護老人福祉施設弥生苑 副施設長 佐久間 篤佐久間 篤氏氏

総合討論 

　「安心して自宅で最期まで過ごすために何が必要か？」 「安心して自宅で最期まで過ごすために何が必要か？」 
     [登壇者]     [登壇者]

　　 　　 座長座長＋＋上記4名上記4名＋＋岩崎 克夫氏岩崎 克夫氏
　　　　　　　　　　　 保険医協会地域医療対策部副部長、　　　　　　　　　　　 保険医協会地域医療対策部副部長、

　　　　　　　　　　　みらいクリニック歯科口腔外科 歯科医師　　　　　　　　　　　みらいクリニック歯科口腔外科 歯科医師

　2040年に向かって日本は、 労働生産年齢層の減少と高齢人口の増加が一層進みます。 経済構造のパラダイムシフトが生じな　2040年に向かって日本は、 労働生産年齢層の減少と高齢人口の増加が一層進みます。 経済構造のパラダイムシフトが生じな

い限り、 前者は税収の減少が生じ、 後者は社会保障費の増加が生じます。 この流れを見越して、 自助と互助を主体とした “地域い限り、 前者は税収の減少が生じ、 後者は社会保障費の増加が生じます。 この流れを見越して、 自助と互助を主体とした “地域

包括ケアシステム” が提唱され、 団塊の世代の全てが後期高齢者になる2025年が目標とされてきました。包括ケアシステム” が提唱され、 団塊の世代の全てが後期高齢者になる2025年が目標とされてきました。

　今回のセミナーでは、　今回のセミナーでは、 住み慣れた地域で高齢者が安心して最後まで過ごすことができる “地域包括ケアシステム” が実際にで住み慣れた地域で高齢者が安心して最後まで過ごすことができる “地域包括ケアシステム” が実際にで

きあがっているのか、 横浜市の現状を訪問診療医・訪問看護師・訪問介護・施設介護の立場から報告し、 検証きあがっているのか、 横浜市の現状を訪問診療医・訪問看護師・訪問介護・施設介護の立場から報告し、 検証したいと思います。したいと思います。

 チーフプランナー ： 鈴木悦朗 （医師） チーフプランナー ： 鈴木悦朗 （医師）

参加対象　医師・歯科医師、医療・介護福祉職等

定　　員定　　員 1,000名（現地定員50名）1,000名（現地定員50名）

お問合せお問合せ 地域医療対策部地域医療対策部 ℡℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111

＊ 日医生涯教育講座CC ＊ 日医生涯教育講座CC 

12：地域医療、13：医療と介護および福祉の連携、80：在宅医療12：地域医療、13：医療と介護および福祉の連携、80：在宅医療

  （各0.5単位）  （各0.5単位）

右のQRコードまたは以下のURLから
事前登録をお願いします。

https://x.gd/WCjed
※協会ホームページのイベントカレンダーからもご登録いただけます。※協会ホームページのイベントカレンダーからもご登録いただけます。

協会会議室とWEBのハイブリッド開催

15：00～17：00

参加費
無料

現地・WEB
同時開催

【主催】神奈川県保険医協会【後援】神奈川県、横浜市医療局、川崎市、相模原市、横須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、逗子市、三浦市、秦

野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、南足柄市、綾瀬市、葉山町、寒川町、大磯町、二宮町、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、

真鶴町、湯河原町、愛川町、清川村、公益社団法人神奈川県医師会、一般社団法人横浜市医師会、公益社団法人川崎市医師会、一般社団法人横須賀市医師会、一般社

団法人横浜市歯科医師会、公益社団法人神奈川県病院協会、一般社団法人神奈川県精神科病院協会、公益社団法人神奈川県看護協会、一般社団法人神奈川県訪問看護

ステーション協議会、公益社団法人神奈川県病院薬剤師会、一般社団法人横浜市薬剤師会、公益社団法人神奈川県理学療法士会、一般社団法人神奈川県作業療法士会、

神奈川県言語聴覚士会、一般社団法人神奈川県臨床検査技師会、公益社団法人神奈川県臨床工学技士会、公益社団法人神奈川県放射線技師会、公益社団法人神奈川県

栄養士会、公益社団法人神奈川県社会福祉士会、一般社団法人神奈川県医療ソーシャルワーカー協会、公益財団法人神奈川県予防医学協会、公益財団法人かながわ健

康財団、日本赤十字社神奈川県支部、神奈川県公衆衛生協会、神奈川県国民健康保険団体連合会、公益社団法人かながわ福祉サービス振興会、社会福祉法人神奈川県

社会福祉協議会、社会福祉法人横浜市社会福祉協議会、社会福祉法人川崎市社会福祉協議会、公益社団法人神奈川県介護福祉士会、一般社団法人神奈川県高齢者福祉

施設協議会、一般社団法人神奈川県老人保健施設協会、神奈川県認知症高齢者グループホーム協議会、一般社団法人神奈川県介護支援専門員協会、一般社団法人横浜

市介護支援専門員協議会、川崎市介護支援専門員連絡会、社会福祉法人横浜市福祉サービス協会、川崎市福祉サービス協議会、公益社団法人認知症の人と家族の会神

奈川県支部、一般社団法人神奈川県知的障害施設団体連合会、NPO法人フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会（4月7日現在、順不同・敬称略）

名義後援名義後援
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いま一度確認しよう

　前回（第1回：2025年3月15日号）に引き続き、年次有給休暇（以下、「有給休暇」）について確認してみましょう。

　有給休暇は期限がありますか？毎年付与すると、使　有給休暇は期限がありますか？毎年付与すると、使

わなかったらどんどん増えると思うのですが…。わなかったらどんどん増えると思うのですが…。

　有給休暇は必ず使わないといけないのでしょうか。　有給休暇は必ず使わないといけないのでしょうか。

本人が働きたい、と言っています。本人が働きたい、と言っています。

　スタッフから『退職時に残った有給休暇や、2年以　スタッフから『退職時に残った有給休暇や、2年以

上使わず消滅する有給休暇を買い取ってほしい』と言上使わず消滅する有給休暇を買い取ってほしい』と言

われました。どのように対応すればいいですか？われました。どのように対応すればいいですか？

年10日以上の有給休暇が付与される場合は、付与日から年10日以上の有給休暇が付与される場合は、付与日から

1年以内に5日以上の有給休暇を必ず取得させることが必要1年以内に5日以上の有給休暇を必ず取得させることが必要

です（2019年4月以降）です（2019年4月以降）※1※1。。

　ですので、10日以上の従業員には必ず5日は使うように　ですので、10日以上の従業員には必ず5日は使うように

伝え、先生（雇用主）も管理してください。伝え、先生（雇用主）も管理してください。

　それでも5日を使用しない場合には『使用者による時季指　それでも5日を使用しない場合には『使用者による時季指

定』で休ませるようにしてください。なお、この指定を行定』で休ませるようにしてください。なお、この指定を行

う場合は就業規則への記載が必要です。う場合は就業規則への記載が必要です。

　消滅する有給休暇の買取に関して法的な決め事はありま　消滅する有給休暇の買取に関して法的な決め事はありま

せん。せん。

　買取る・買取らないは先生（雇用主）が自由に決められ　買取る・買取らないは先生（雇用主）が自由に決められ

ます。また買取る場合の金額は自由に設定できます。ただし、ます。また買取る場合の金額は自由に設定できます。ただし、

医院として統一した対応が必要医院として統一した対応が必要※2※2となりますので慎重にごとなりますので慎重にご

検討ください。検討ください。

　なお、退職により消滅する場合を除き、　なお、退職により消滅する場合を除き、時効を過ぎてい時効を過ぎてい

ない有効な有給休暇の残日数を買い取ることは違法ですない有効な有給休暇の残日数を買い取ることは違法ですのの

で、ご注意ください。で、ご注意ください。

有給休暇は付与してから2年経過後に消滅します。有給休暇は付与してから2年経過後に消滅します。

年次有給休暇（第2回 管理と期限）

 ＜神奈川県保険医協会 税対経営部

　お盆やお正月などクリニック全体で休診する際、有　お盆やお正月などクリニック全体で休診する際、有

給休暇を使ってもらってもいいのですか？給休暇を使ってもらってもいいのですか？

ドクタードクター

　有給休暇が法律で決まっていることはわかりまし　有給休暇が法律で決まっていることはわかりまし

た。でもクリニックが忙しい時に、同日に複数のスタた。でもクリニックが忙しい時に、同日に複数のスタ

ッフに申請されると困るのですが…。ッフに申請されると困るのですが…。
ドクタードクター

　基本的に有給休暇は従業員が指定し、雇用主はそれを認　基本的に有給休暇は従業員が指定し、雇用主はそれを認

めるものとなっています。できるだけ従業員の意見を尊重めるものとなっています。できるだけ従業員の意見を尊重

するように努めてください。するように努めてください。

　どうしても変更をお願いしたい場合は、従業員に状況を　どうしても変更をお願いしたい場合は、従業員に状況を

説明し、別日への変更を交渉してみましょう。説明し、別日への変更を交渉してみましょう。

　【時季変更権】という制度がありますが、使用できる状況　【時季変更権】という制度がありますが、使用できる状況

が限られているので、どうしてもお困りの場合は、社労士が限られているので、どうしてもお困りの場合は、社労士

や協会へご相談ください。や協会へご相談ください。

社会保険労務士社会保険労務士

　従業員ごとに入職日が異なるのですが、どのように　従業員ごとに入職日が異なるのですが、どのように

有給休暇を管理すればいいのですか？有給休暇を管理すればいいのですか？

ドクタードクター

ドクタードクター

ドクタードクター

ドクタードクター

　通常、有給休暇の使用日を事業主側で指定することはで　通常、有給休暇の使用日を事業主側で指定することはで

きません。ただし、労使協定を結ぶことで、有給休暇のうきません。ただし、労使協定を結ぶことで、有給休暇のう

ち5日を超える部分については、計画的に割り振ることがでち5日を超える部分については、計画的に割り振ることがで

きます。これを【計画的付与】と呼びます。きます。これを【計画的付与】と呼びます。
社会保険労務士社会保険労務士

　従業員ごとに年次有給休暇管理簿を作成・管理してくだ　従業員ごとに年次有給休暇管理簿を作成・管理してくだ

さい。3年間の保存義務があります。さい。3年間の保存義務があります。

　有給休暇は①全従業員に一斉に付与（例：毎年4月1日）、　有給休暇は①全従業員に一斉に付与（例：毎年4月1日）、

②従業員ごとに管理して付与、のどちらでも可能です。②従業員ごとに管理して付与、のどちらでも可能です。

　①の場合、入職してすぐの方（例:2月1日入職で、4月1　①の場合、入職してすぐの方（例:2月1日入職で、4月1

日現在だと6カ月に満たない）にも付与することができま日現在だと6カ月に満たない）にも付与することができま

す。ただし、入職後6カ月を経過しているのに付与しないす。ただし、入職後6カ月を経過しているのに付与しない

のは違法となります（例：6月1日入職で、一斉付与日ののは違法となります（例：6月1日入職で、一斉付与日の

翌年4月1日まで有給休暇を付与しないのは×）。翌年4月1日まで有給休暇を付与しないのは×）。

社会保険労務士社会保険労務士

社会保険労務士社会保険労務士

社会保険労務士社会保険労務士

社会保険労務士社会保険労務士

（※2） スタッフAさんの有給休暇は買い取ったが、スタッフBさんの有給休（※2） スタッフAさんの有給休暇は買い取ったが、スタッフBさんの有給休
暇は買い取らない、などはNGです。医院として統一した対応を行う暇は買い取らない、などはNGです。医院として統一した対応を行う
必要があります。必要があります。

（※ 1） 年5日の確実な取得に違反した場合は1人あたり30万以下の罰金の罰則が（※ 1） 年5日の確実な取得に違反した場合は1人あたり30万以下の罰金の罰則が

科せられることがあります科せられることがあります（表1、表2）（表1、表2）。。

全国保険医団体連合会『特集／経営対策シリーズ2022医院経営と雇用管理（P.53）』より

※週以外の期間によって所定労働日数が定められている場合
※太線で囲った部分に該当する労働者は「年5日の有給休暇の確実な取得」の対象となります。

〈表2〉週所定労働日数が4日以下又は週所定労働時間が30時間未満の職員

週所定
労働日数

1年間の
所定労働日数

※

勤続年数

6カ月
1年
6カ月

2年
6カ月

3年
6カ月

4年
6カ月

5年
6カ月

6年6カ
月以上

4日 169～216日 7日 8日 9日 10日 12日 13日 15日

3日 121～168日 5日 6日 6日 8日 9日 10日 11日

2日 73～120日 3日 4日 4日 5日 6日 6日 7日

1日 48～72日 1日 2日 2日 2日 3日 3日 3日

〈表1〉週所定労働日数が5日以上又は週所定労働時間が30時間以上の職員

継続勤務
年数

6カ月
1年
6カ月

2年
6カ月

3年
6カ月

4年
6カ月

5年
6カ月

6年6カ
月以上

付与日数 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日

　厚労省が3月24日付で、歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）に関する疑義解釈（その22）

を発出した。外安全の施設基準届け出にあたり、歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業へWeb登録

申請をした後には、公益財団法人日本医療機能評価機構へ「参加登録申請書」を郵送する必要が

あるのでご注意いただきたい。なお、すでに郵送済みの場合には再度の郵送は不要。ご不明な点

は協会・歯科保険診療対策部まで。

（参考）公益財団法人日本医療機能評価機構　歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業参加登録歯科診療所一覧

　　　  https://www.med-safe.jp/dental/contents/register/index.html

【歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）】
質問 回答

1

　歯科外来診療医療安全対策加算について、

「疑義解釈資料の送付について（その4）」（令

和6年5月10日事務連絡）別添4の問2におい

て、本登録までに時間を要する場合であって、

歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業への参加

登録の申請を行い、「参加登録申請書」の郵送

を行った場合は、仮登録である旨を届出書添

付書類（様式4）に記載すれば届出を行うこと

ができるとされているが、当該機構のWebペ

ージから参加登録の申請のみを行い、「参加

登録申請書」の郵送を行っていない場合につ

いてはどのような対応をすればよいのか。

　当該機構のWebページから参加登録の申請のみ

を行い、「参加登録申請書」を郵送していない場

合は、当該施設基準を満たさないため、当該機構

へ「参加登録申請書」の郵送を行う必要がある。

　なお、当該事業に参加するためには、当該機構

のWebページで参加登録の申請を行った上で、当

該機構へ「参加登録申請書」を郵送する必要があ

り、本登録が完了すると本登録が完了した旨の電

子メールが当該機構から送信される。

　また、本登録完了から約1カ月程度で、本登録

が完了した歯科医療機関（参加登録歯科診療所）

として、当該機構のWebページに掲載される。

疑義解釈 （その2 2 ）
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4月22日(火)午後1時～ 4月19日(土)午後3時～

接

遇

力

セ

ミ

ナ

ー

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
医
療
安
全
の
た
め
に

高
め
よ
う
！『
接
遇
力
』

セ
ミ
ナ
ー
」

講
　
師
　
大
正
製
薬
株
式
会
社

医
療
情
報
担
当
者（
Ｍ
Ｒ
）

参
加
対
象
　
会
員
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　（
医
師
・
歯
科
医
師
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
組
織
部

平

和

講

演

会
・

横

浜

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
被
爆
者
と
医
師
が
語
る
、

核
の
実
相
」

講
　
師
　
⑴
神
奈
川
県
原
爆
被
災
者
の
会

　
会
長

丸
山　

進
氏

　
　
　
　
⑵
内
科
医
師

牛
山　

元
美
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
０
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
当
日
会
場
に
て
、
カ
ン
パ
を
募
り
ま
す
。

※
午
後
２
時
３０
分
よ
り
、
反
核
医
師
の
会
・
総
会
を
行
い

　
ま
す
。
会
員
の
先
生
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

共
　
催
　
核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
／
神
奈
川
県

保
険
医
協
会

お
申
込
み

核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
（
神
奈
川
県

保
険
医
協
会
事
務
局
内
）

5月15日(木)午後7時15分～ 5月1日(木)午後7時～

第
６３４

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
心
不
全
予
防
・
心
血
管

イ
ベ
ン
ト
抑
制
の
た
め

の
早
期
診
断
と
治
療
に

つ
い
て
」

講
　
師
　
⑴
横
須
賀
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
副
病
院
長

岩
澤　

孝
昌
氏

　
　
　
　
⑵
藤
沢
湘
南
台
病
院

中
央
診
断
部
検
査
室
長

　
兼

糖
尿
病
代
謝
内
科

科
長佐

藤　

忍
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
１９
（
身
体
機
能
の
低
下
）」

１
・
５
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
㈱
／
大
塚
製
薬
㈱
／

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

歯

科

臨

床

研

究

会

　

日
本
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
２９
・
３
％
（
２

０
２
４
年
）
、
神
奈
川
県
の
高
齢
者
率
は
２５
・
９
％
（
２

０
２
３
年
）
で
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
８
０
２
０

運
動
の
結
果
、
達
成
者
率
５１
・
２
％
（
２
０
２
２
年
）
も

あ
り
、
多
く
の
高
齢
者
の
口
腔
に
歯
が
残
存
し
て
い
る
状

況
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
口
腔
内
環
境
を
ケ
ア
・

改
善
し
、
機
能
の
維
持
・
向
上
が
我
々
の
大
き
な
役
割
に

な
る
。
今
回
は
、「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
「
口
腔
機

能
低
下
症
」
の
基
本
的
知
識
と
具
体
的
な
検
査
な
ど
、
取

り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
』

と『
口
腔
機
能
低
下
症
』

の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
特
任
教
授

玉
置　

勝
司
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

4月29日(火・祝)午前8時～（集合） 4月19日(土)午後6時～

ラ

ン

ニ

ン

グ

同

好

会

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
駅
伝
）

　

〝
一
人
で
走
る
も
の
〟
と
思
わ
れ
が
ち
な
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
す
が
、
仲
間
と
走
る
と
楽
し
さ
は
倍
増
！
年
２
回
の
大

会
へ
の
参
加
は
同
好
会
員
に
限
定
せ
ず
広
く
ご
案
内
を
し

て
お
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
の
中
央
改
札
出
口

　
　
　

（
中
央
通
路
で
待
ち
合
わ
せ
）

　
　
　

※
路
線
バ
ス
で
現
地
ま
で
移
動
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
川
崎
市
幸
区
古
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

／
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

大
会
名
　「
第
４
回
多
摩
川

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
対
象
　
会
員

定
　
員
　
１２
名

※
お
申
込
み
締
切
日
は
４
月
２５
日
（
金
）
で
す
。

※
午
前
１０
時
ス
タ
ー
ト
（
正
午
頃
ゴ
ー
ル
予
定
）。

※
終
了
後
、
懇
親
会
も
行
い
ま
す
（
希
望
者
の
み
）。

※
雨
天
決
行
で
す
。

※
１
チ
ー
ム
３
人
以
上
６
人
以
内
で
、
１６
周
（
２１
・
９
７

５
㎞
）
を
リ
レ
ー
し
ま
す
。
１
周
約
１
・
３
㎞
の
コ
ー

ス
を
１６
周
。
走
る
回
数
は
自
由
で
す
。
申
込
時
に
希
望

の
距
離
ま
た
は
周
回
数
を
お
申
出
く
だ
さ
い
（
参
加
人

数
の
関
係
上
、ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
ご
参
加
の
先
生
に
は
、「
最
終
の
ご
案
内
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
い
た
し
ま
す
。
直
前
に
な
っ
て
も
ご
案
内
が
届

か
な
い
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
担
当
・
小
野
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
文
化
部
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会

臨

床

懇

話

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
目
で
見
る
イ
プ
リ
法
と

体
得
す
る
前
庭
リ
ハ
ビ
リ
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
め
ま
い
・
平
衡
神
経
科

　
　
　
　
部
長

新
井　

基
洋
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
都
合
に
よ
り
、
４
月
開
催
分
の
研
究
会
に
つ
い
て
は
、

本
研
究
会
の
日
医
生
涯
教
育
講
座
の
単
位
を
ご
取
得
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
こ
の
度
は
、
ご
不
便
お
か
け
し
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
申
込
み
　
研
究
部

4月18日　
～4月25日

４
月
１８
日
（
金
）

横
浜
支
部
研
究
会
１９
時
３０
分
。

４
月
１９
日
（
土
）

平
和
講
演
会
１５
時
。
臨
床
懇

話
会
１８
時
。

４
月
２０
日
（
日
）

税
務
労
務
セ
ミ
ナ
ー
１３
時
。

４
月
２１
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２２
日
（
火
）

接
遇
力
セ
ミ
ナ
ー
１３
時
。
総

務
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２４
日
（
木
）

第
３３
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２５
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

第
３１
期
第
４
回

定
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

　

左
記
の
と
お
り
第
３１
期
第
４
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き

５
月
１０
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時
３０
分

と
こ
ろ

協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

【
議
題
】

第
１
号
議
案
　
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め
る
件

　
第
２
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
案
の
件

　
第
３
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
予
算
案
の
件

     

　
経
理
委
員
会
報
告

　
第
４
号
議
案
　
第
３２
期
役
員
定
数
の
件

　
第
５
号
議
案
　
選
挙
管
理
委
員
選
出
の
件

　
第
６
号
議
案
　
総
会
決
議
文
起
草
委
員
選
出
の
件
に
つ
い
て

　
第
７
号
議
案
　
功
労
者
及
び
長
寿
会
員
の
表
彰
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
春
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

【
懇
親
会
】　
午
後
６
時
４０
分
～
８
時
００
分

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

第
３１
期
評
議
員
会
議
長

伴　

孝

5月9日(金)午後7時30分～

シ

リ

ー

ズ

時

局

講

演

会

国
会
議
員
と
語
る
〝
医
療
・

社
会
保
障
〟
を
巡
る
現
在
と
未
来

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
　
師
　
公
明
党

衆
議
院
議
員

麻
酔
科
医

沼
崎　

満
子
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名
※
事
前
申
込
み
必
須

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
し
ま
す
。

※
一
般
の
方
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
限
定
で
す
。

お
申
込
み
　
医
療
運
動
部
会

第一弾
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「
安
易
に
市
販
の
薬
で
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」、「
医
師
の
裁
量
を
奪
う
こ
と
に

な
る
」
―
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
市
販
薬
）
類
似
医
薬
品
の
保
険
適
用
除
外
論
議
に
対
し
、「
あ
る
程
度
や
む

を
得
な
い
」
と
の
意
見
も
あ
る
一
方
、
医
学
的
視
点
か
ら
懸
念
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た（
第
一
回
。

意
見
募
集
期
間
は
３
月
下
旬
か
ら
４
月
４
日
）。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
の
保
険
適
用
除
外

見
落
と
さ
ぬ
た
め
診
療
す
る
の
で
は
？

重
病
重
病 

見
落
と
す
リ
ス
ク

見
落
と
す
リ
ス
ク

読みやすさ等を優先し、頂いたコメントに一部修正を加えている場合がございます。ご了承ください。

◆
反
対
。
患
者
さ
ん
に
治
療
上
必
要
で

あ
り
、
様
子
を
き
い
て
か
ら
処
方
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

（
糖
尿
病
内
科
）

◆
患
者
さ
ん
が
自
己
判
断
で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
を

買
っ
て
治
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

（
新
丸
子
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
生
冨
　
公
明
）

◆
う
が
い
薬
、
湿
布
、
花
粉
症
な
ど
の

容
易
に
診
断
が
可
能
な
病
気
に
関
す

る
も
の
は
良
し
と
し
て
も
、
胃
痛
な

ど
で
の
〝
ガ
ス
タ
ー
〟
と
か
は
誤
診

か
ら
の
手
遅
れ
と
な
る
こ
と
も
あ

り
。
認
め
た
く
な
い
。

（
内
科
）

◆
初
発
の
症
状
が
軽
症
で
も
、
重
症
化

し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
た
く
さ
ん
診

て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
色
々
な
症
状
は
出
る
よ
う

に
な
り
、
保
険
料
の
負
担
割
合
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
改
制
が
行
わ
れ
れ
ば
、
治
療
を
断

念
す
る
方
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

苦
し
み
、
痛
み
を
少
し
で
も
軽
減
し
、

日
々
の
生
活
を
少
し
で
も
楽
に
送
る

こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
処

方
（
医
療
）
で
あ
る
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。（

博
愛
医
院
　
陳
　
勁
一
）

◆
消
化
器
官
用
薬
…
消
化
器
癌
が
見
落

と
さ
れ
る
。
眼
科
用
剤
…
網
膜
疾
患

◆
解
熱
鎮
痛
剤
に
つ
い
て
、
慢
性
的
な

痛
み
が
あ
る
人
、
例
え
ば
頭
痛
が
反

復
す
る
人
、
月
経
前
困
難
症
の
女
性
、

免
疫
性
の
疾
患
で
鎮
痛
剤
が
必
要
な

人
な
ど
。
困
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

（
匿
名
希
望
）

◆
胃
部
不
快
感
と
し
て
市
販
の
ガ
ス
タ

ー
１０
を
服
用
し
て
い
た
た
め
、
胃
癌

の
発
見
が
遅
れ
た
例
が
あ
る
。
安
易

に
市
販
の
薬
で
症
状
を
軽
減
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
。
医
療
費
抑
制
を
本

来
考
え
る
な
ら
終
末
医
療
の
あ
り
方

を
検
討
す
べ
き
。

（
内
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と
し
て
「
標
的
」
と

し
て
い
る
薬
剤
の
多
く
、
あ
る
い
は

ほ
と
ん
ど
の
物
は
、
医
師
に
よ
り
専

門
的
知
識
の
下
で
処
方
し
な
い
と
危

険
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
判
り
や
す

い
例
が
保
険
診
療
自
体
の
な
い
ア
メ

リ
カ
の
医
療
の
現
状
で
あ
る
。
ウ
ォ

が
見
落
と
さ
れ
る
。
痔
疾
用
剤
…
大

腸
、
特
に
直
腸
が
ん
が
見
落
と
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
日
々
診
療
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
あ
る
程
度
経
験
を
積

め
ば
こ
の
よ
う
な
事
例
を
殆
ど
の
方

が
経
験
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
を
な
く
す
た
め
に
多
大
な
努
力
が

払
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
と
反

対
の
こ
と
を
国
策
で
行
う
と
は
一
体

ど
う
い
う
理
由
な
の
で
し
ょ
う
か
。

理
由
を
聞
き
た
い
も
の
で
す
。

（
末
永
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
末
永
　
直
）

◆
腹
痛
と
の
主
訴
の
患
者
さ
ん
、
膵
炎

で
あ
っ
た
り
重
症
糖
尿
病
で
あ
っ
た

り
し
ま
し
た
。Ｐ
Ｐ
Ⅰ
やH

2B
locker

で
経
過
を
延
々
と
診
て
い
た
方
が
胃

癌
や
十
二
指
腸
癌
だ
っ
た
こ
と
が
時

折
あ
り
ま
す
。

（
新
吉
田
医
院
　
東
　
浩
介
）

と
診
断
し
治
し
て
い
か
な
い
と
、
重

症
化
し
て
受
診
す
れ
ば
あ
と
は
入
院

し
て
治
す
し
か
な
く
な
り
、
と
て
も

危
険
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な

◆
小
児
の
場
合
、
一
見
軽
症
に
み
え
て

も
喘
息
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
中
耳
炎

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
病
状
が
軽
い
う
ち
に
し
っ
か
り

ル
マ
ー
ト
等
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
購
入
可
能
な
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ

ン
乱
用
に
よ
る
肝
機
能
障
害
、
現
在

問
題
視
さ
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
過

剰
摂
取
か
ら
の
健
康
被
害
も
同
様
で

あ
る
。
結
局
症
状
は
重
症
化
し
医
療

費
は
か
え
っ
て
増
加
す
る
こ
と
と
の

予
見
が
容
易
。

（
整
形
外
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と
い
え
ど
、
花
粉
症

で
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
服
用
し
た
場
合

に
、
薬
に
よ
っ
て
は
眠
気
を
促
す
も

の
も
あ
り
危
険
な
場
合
も
あ
る
。（
特

に
こ
の
御
時
世
）
全
て
を
医
療
機
関

や
薬
局
に
責
任
を
な
す
り
付
け
な
い

と
は
限
ら
ず
。
湿
布
は
特
例
以
外
は

制
限
も
あ
り
か
と
（
整
形
外
科
以
外

は
５
パ
ッ
ク
程
度
と
か
）
思
う
。
痔

疾
患
は
痔
瘻
な
ど
肛
門
機
能
に
影
響

を
来
た
す
疾
患
も
あ
り
危
険
で
す
！

（
松
島
病
院
と
も
連
携
し
て
ま
す
が
、

リ
モ
ー
ト
が
増
え
た
の
に
比
例
し
て

増
加
）
消
化
器
用
薬
も
潰
瘍
、
狭
窄

（
特
に
食
道
）
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
増

加
等
。
時
代
を
見
据
え
ず
に
判
断
し

て
い
る
。
日
本
総
研
に
対
し
て
も
怒

り
が
あ
り
ま
す
。

　（
医
）
優
菜
会

さ
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
　
牧
）

こ
と
を
許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
絶

対
反
対
で
す
！

（
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
久
間
　
秀
哉
）

現場の声「イエローページ」

小
児
、
一
見
軽
症
が
中
耳
炎
も

消
化
器
が
ん
、
網
膜
疾
患
、
直
腸
が
ん
…

◆
医
薬
品
に
は
、
医
療
用
医
薬
品
か
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
か
の
区
分
が
あ
り
ま

す
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外

に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
病
院
で
使

用
を
し
て
い
た
薬
を
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
と
称
し
て
一
部
薬
局
で
も
買
え
る

よ
う
に
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
胃
薬
で
は
、
ガ
ス
タ
ー
１０
は
２０

㎎
だ
と
強
い
の
で
１０
㎎
が
承
認
さ
れ

た
経
緯
も
（
旧
山
之
内
製
薬
か
ら
当

時
確
認
）
あ
り
ま
す
。
同
じ
く
ア
ル

タ
ッ
ト
と
い
う
Ｈ
２
ブ
ロ
ッ
カ
ー
も

胃
炎
の
治
験
を
行
い
症
例
を
集
め
承

認
を
し
薬
局
で
も
数
日
分
の
み
購
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
い
わ

ゆ
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
あ
り
本
来

服
用
を
し
て
治
ら
な
け
れ
ば
病
院
に

受
診
し
内
視
鏡
検
査
を
受
け
胃
癌
の

除
外
や
原
因
を
診
断
の
上
で
治
療
す

る
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
実
は
私
は
ア
ル
タ
ッ
ト
の

胃
炎
の
治
験
で
、
い
わ
ゆ
る
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
治
験
担
当
医
師
で
し

た
。
当
時
、
医
局
に
て
一
番
多
く
症

例
を
出
し
た
た
め
承
認
の
会
議
に
出

席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
胃

炎
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
治
験
で

も
、
き
ち
ん
と
内
視
鏡
を
し
て
デ
ー

タ
ー
を
集
め
て
治
験
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
も
、
薬
局
で

購
入
出
来
る
薬
を
病
院
で
使
用
を
し

て
い
る
か
ら
保
険
適
用
か
ら
外
す
と

い
う
の
は
、お
か
し
な
話
で
す
。
診
療

を
受
け
ず
に
自
己
判
断
に
よ
り
医
薬

品
を
内
服
し
違
っ
た
病
気
の
場
合
に

は
、
か
え
っ
て
早
期
受
診
ま
で
時
間

が
か
か
り
病
気
の
早
期
発
見
の
妨
げ

と
な
り
、
健
康
被
害
が
起
き
た
場
合
、

自
己
責
任
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

病
院
で
診
療
で
通
常
に
使
用
す
る
医

薬
品
は
正
に
医
療
用
で
あ
り
決
し
て

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
で
は
な
い
と
言
え
ま

す
。
元
々
の
医
療
用
医
薬
品
を
一
部

一
般
医
薬
品
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
越

し
に
薬
局
で
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な

っ
て
も
飲
ん
で
治
ら
な
か
っ
た
ら
病

院
を
早
期
に
受
診
す
る
の
が
当
た
り

前
で
あ
り
、
本
来
の
医
療
は
き
ち
ん

と
対
面
で
診
察
を
し
た
上
で
患
者
の

顔
色
と
か
診
て
話
を
聞
い
て
情
報
を

集
め
診
断
を
つ
け
て
医
師
の
経
験
に

基
づ
き
薬
を
必
要
に
応
じ
処
方
し
経

過
を
診
て
い
る
の
が
、
本
来
の
医
療

の
あ
り
方
と
思
わ
れ
ま
す
。
昔
の
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
は
き
ち
ん
と
し
た
治

験
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
状
は
異

な
り
、
今
は
欧
米
で
該
当
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
が
な
く
て
も
、
企
業
発
で
医
療
用

医
薬
品
と
同
一
成
分
・
分
量
等
の
、
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
承
認
申
請
が
評
価

検
討
会
議
に
だ
さ
れ
れ
ば
、
治
験
も

添
付
資
料
も
不
要
で
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
評
価
検
討
会
で
ま
と
め
、
薬
事
審

議
会
で
承
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
が
驚
き
で
す
が
、
そ
れ
で
も

や
は
り
医
薬
品
は
病
気
を
き
ち
ん
と

管
理
す
る
た
め
適
正
に
使
用
さ
れ
る

べ
き
と
思
わ
れ
安
全
性
が
大
事
で
あ

り
、
小
林
製
薬
の
紅
麹
は
、
食
料
品

で
す
ら
健
康
被
害
が
起
こ
る
事
か
ら

も
、
決
し
て
医
療
用
で
成
分
に
問
題

な
い
か
ら
と
言
っ
て
安
易
に
医
療
用

医
薬
品
を
保
険
か
ら
外
し
薬
局
で
買

え
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
し
て
し
ま

う
の
は
、
安
全
性
が
担
保
さ
れ
な
い

だ
け
で
は
な
く
、
結
果
的
に
は
、
家

計
の
負
担
軽
減
で
は
な
く
増
に
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
反
対
し
ま
す
。

　

市
販
薬
は
漢
方
な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
あ
る
も
の
は
、
７
倍
な
の
で
、
多

く
は
１０
倍
前
後
と
な
っ
て
お
り
仮
に

保
険
適
用
除
外
を
し
た
場
合
、
医
療

用
医
薬
品（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
）は

医
療
保
険
で
１
兆
円
の
も
の
が
、
市

販
薬
と
し
て
１０
兆
円
に
膨
れ
上
が

り
、
現
在
の
医
療
費
の
薬
剤
料
１０
兆

円
に
な
り
、
こ
れ
で
保
険
料
が
単
純

計
算
で
１
万
円
（
１
兆
円
÷
１
億
人
）

下
が
っ
て
も
、
家
計
負
担
は
１０
万
円

（
１０
兆
円
÷
１
億
人
）
増
え
て
、
差

し
引
き
、
９
万
円
増
と
な
り
、
保
険

外
し
は
簡
単
な
話
で
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
仮
に
根
拠
無
く
し
て
医
療

費
を
４
兆
円
削
減
し
た
ら
現
状
賃
上

げ
が
で
き
ず
人
材
確
保
で
き
ず
医
療

崩
壊
を
し
ま
す
。

　

病
院
で
使
用
を
し
て
い
る
胃
腸
薬

は
例
え
ば
Ｐ
Ｐ
Ｉ
や
消
化
管
運
動
改

善
薬
と
い
っ
た
薬
剤
を
多
く
使
用
を

さ
れ
て
お
り
、
パ
ン
シ
ロ
ン
と
か
太

田
胃
酸
と
い
っ
た
制
酸
剤
と
は
違
い

薬
局
で
販
売
さ
れ
て
い
る
胃
腸
薬
を

あ
た
か
も
医
療
で
用
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
大
変
な
誤
解
を
与
え
て
し
ま

い
、
適
切
に
医
薬
品
を
使
用
し
病
気

の
予
後
改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う
観

点
が
残
念
な
が
ら
維
新
の
会
の
主
張

に
は
欠
如
し
て
い
て
、
本
来
は
病
気

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
病
院
に
受
診
し

て
医
学
的
な
病
気
の
管
理
を
し
経
過

を
診
て
予
後
改
善
と
い
う
考
え
が
欠

如
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
腎
臓
の
悪

い
人
に
は
用
量
や
薬
が
変
わ
っ
た

り
、
状
態
に
よ
っ
て
は
投
与
す
る
医

薬
品
が
選
択
肢
か
ら
外
れ
飲
ま
な
い

方
が
良
い
と
医
師
が
判
断
し
薬
剤
を

全
く
投
与
し
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。

身
体
の
状
態
に
応
じ
用
量
の
調
節
や

薬
剤
の
変
更
を
し
て
治
療
を
す
る
と

い
う
、
安
全
性
を
否
定
す
る
事
に
つ

な
が
り
、
大
変
問
題
の
あ
る
考
え
と

思
わ
れ
反
対
し
ま
す
。

　 （
小
柳
内
科
胃
腸
科

（
小
柳
内
科
胃
腸
科    

小
柳
　
光
仁
）

小
柳
　
光
仁
）

本来の医療を考える本来の医療を考える
驚きの承認プロセス、安全性担保なく、家計負担は増驚きの承認プロセス、安全性担保なく、家計負担は増
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◆
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
な
ど
管
理
が
必
要
な

薬
も
Ｏ
Ｔ
Ｃ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
一

括
し
て
除
外
す
る
の
は
患
者
の
安
全

性
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
薬

は
喘
息
治
療
で
あ
り
、
医
師
の
管
理
・

介
入
が
必
要
。
中
毒
に
な
る
と
致
死

的
に
な
る
。

（
匿
名
希
望
）

◆
重
症
な
疾
患
で
も
当
初
は
軽
症
な
経

過
を
た
ど
る
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
る
の

で
、
公
的
医
療
保
険
の
対
象
外
に
す

る
こ
と
は
論
外
で
す
。

（
小
児
科
）

◆
漢
方
薬
は
精
通
し
て
い
る
者
が
処
方

す
べ
き
で
す
。
組
み
合
わ
せ
や
基
礎

疾
患
や
体
調
を
み
て
処
方
す
る
も
の

で
、
間
違
っ
た
処
方
は
、
重
大
な
副

作
用
が
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
又
、
西
洋
薬
で
治
療
困
難
な
場

合
、
漢
方
薬
で
完
治
す
る
こ
と
も
あ

り
、
西
洋
薬
と
同
等
の
治
療
薬
と
判

断
す
べ
き
で
、
保
険
適
用
除
外
な
ん

て
、
あ
り
得
ま
せ
ん
！
（
整
形
外
科
）

◆
皮
膚
科
に
と
っ
て
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
は
死
活
問
題
で
す
。

症
状
に
合
わ
せ
て
診
断
し
、
繊
細
に

処
方
薬
を
選
ん
で
い
る
の
で
、
添
加

物
な
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で

治
療
す
る
の
は
論
外
で
す
。
強
く
反

対
し
ま
す
。

（
皮
膚
科
）

◆
一
定
の
年
齢
以
上
の
方
や
背
景
疾
患

の
あ
る
方
に
は
、
軽
症
と
思
え
て
も

実
は
重
い
疾
病
が
隠
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
医
学
生
の
時
に
習
い

ま
し
た
。

　（
医
）
相
信
会

関
医
院

関

知
之
）

◆
保
険
適
用
除
外
と
な
っ
た
薬
は
事
実

上
、
処
方
不
可
能
と
な
り
、
我
々
医

師
は
患
者
に
対
す
る
治
療
を
完
結
で

き
な
く
な
る
。
日
本
維
新
の
会
に
問

い
た
い
。
「
我
々
に
患
者
の
治
療
を

さ
せ
な
い
つ
も
り
か
」
と
。
ま
た
、

今
ま
で
は
病
院
に
来
れ
ば
そ
こ
で
治

療
が
完
結
し
た
も
の
を
、
薬
局
の
数

も
少
な
い
地
方
で
は
、
人
々
が
薬
を

入
手
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
医
療

機
関
で
処
方
さ
れ
な
く
な
っ
た
薬
を

患
者
の
判
断
に
委
ね
、
薬
局
で
購
入

さ
せ
る
こ
と
は
薬
剤
の
過
剰
摂
取
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
腰
痛

や
ひ
ざ
の
痛
み
に
悩
む
老
人
は
、
保

険
を
外
さ
れ
た
高
い
鎮
痛
剤
が
買
え

ず
、
痛
み
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
子
ど
も
は
無

料
だ
っ
た
薬
が
有
料
に
な
り
、
湿
疹

に
苦
し
む
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
の
ざ
わ
小
児
科
内
科
医
院

野
澤
　
富
一
）

◆
（
※
反
対
は
）
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

（
内
科
）

◆
湿
布
薬
、
風
邪
薬
、
保
湿
剤
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
は

あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
と
思

う
。
診
療
所
の
経
営

上
は
、
こ
れ
ら
を
処

方
す
る
「
軽
医
療
」

を
提
供
す
る
場
が
減

ら
さ
れ
る
た
め
、
つ

ら
い
こ
と
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
を
契
機
に
「
軽

医
療
」
の
た
め
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る

と
い
う
習
慣
が
な
く

な
っ
た
こ
と
自
体

は
、
あ
る
意
味
で
健

全
な
こ
と
。
「
ま
ず

は
買
い
薬
で
対
処
し

て
み
る
」
と
い
う
こ

と
自
体
を
否
定
す
る

気
に
は
な
れ
な
い
。

初
発
の
症
状
が
軽
症

に
見
え
て
も
重
症
に

な
り
う
る
事
例
は
、

か
な
ら
ず
し
も
Ｏ
Ｔ

Ｃ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
初
診
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
で
も
起
こ
り
う
る
。

健
康
管
理
に
つ
い
て
の
教
育
を
強

化
（
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

る
）
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ

の
健
康
教
育
が
医
療
費
を
削
減
す

る
道
を
開
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
医
療
者
が
そ
の
よ

う
な
健
康
教
育
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ

り
よ
い
の
だ
が
、
報
酬

が
な
け
れ
ば
そ
の
よ
う

な
働
き
も
で
き
な
い
。

医
療
費
削
減
政
策
の

下
、
小
規
模
の
診
療
所

が
、
従
来
の
よ
う
な「
か

た
ち
」
で
続
け
て
い
く

こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。「
軽
医
療
」
に
依

存
し
た
「
か
た
ち
」
か

ら
の
脱
却
を
し
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
。
そ
の

た
め
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
と
強
く
感
じ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
な
か

な
か
実
行
、
実
現
で
き

な
い
。
自
分
の
世
代
は

こ
の
ま
ま
終
了
し
て
い

く
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
少
な
く

と
も
次
の
世
代
の
診
療
所
は
、「
か

た
ち
」
が
変
わ
っ
た
姿
に
な
る
だ

ろ
う
。
次
世
代
の
先
生
方
に
期
待

し
た
い
・・
・
。

（
内
科
）

［
整
形
］
鎮
痛
剤
の
自
己
管
理
は
非
現
実
的

患
者
負
担
、
責
任
所
在
は
？

健康教育に携われるなら…、
でも……。

る
と
思
う
。

・
メ
ー
カ
ー
は
薬
価
の
下
げ
す
ぎ
で

採
算
の
合
わ
な
い
薬
は
十
分
に
作
っ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
よ
う

な
発
言
が
世
間
に
出
る
前
に
日
医
は

対
応
す
べ
き
だ
っ
た
。

（
内
科
）

◆
医
療
費
総
額
を
抑
制
す
る
た
め
に
は

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
は

や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

　（
医
）
貢
壽
会

相
模
大
野
内
科
・

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
鎌
田
　
貢
壽
）

◆
患
者
様
が
困
る
と
思
い
ま
す
が
、
国

の
方
針
に
は
従
う
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
発
信
し
て

い
た
だ
け
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
内
科
）

◆
漢
方
は
保
険
適
用
外
で
も
《
良
い
》

薬
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
湿
布
を

気
軽
に
多
数
要
望
な
さ
る
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
、
複
雑
な
気
分
で
す
。

（
匿
名
希
望
）

◆
適
切
と
思
わ
れ
る
使
用
に
な
ら
ず
、

連
用
、
不
十
分
、
過
剰
な
ど
の
こ
と

が
起
き
や
す
い
。

（
小
児
科
）

わ
ざ
受
診
せ
ず
に
、
自
己
判
断
に
よ

る
間
違
っ
た
治
療
選
択
を
す
る
者
が

出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
詐
欺
ま
が

い
の
民
間
療
法
に
飛
び
つ
く
患
者
も

出
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
診
察
を
受

け
な
い
こ
と
に
よ
る
病
気
の
発
見
・

治
療
が
遅
れ
る
症
例
も
か
な
り
出
て

く
る
だ
ろ
う
。

⑵
保
険
診
療
の
対
象
外
と
な
っ
た
薬

を
薬
局
で
購
入
す
る
こ
と
に
よ
る
患

者
の
負
担
増
が
考
え
ら
れ
る
。

⑶
金
銭
の
問
題
に
よ
り
薬
の
購
入
を

控
え
る
人
も
出
て
く
る
は
ず
だ
が
、

こ
れ
は
病
気
の
苦
し
み
を
強
い
、
さ

ら
に
病
気
の
悪
化
や
病
気
の
発
見
・
治

療
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

⑷
人
口
減
少
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、

こ
の
制
度
は
確
実
に
病
死
を
増
加
さ

せ
、
労
働
人
口
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
国
民
の
経
済
負
担
を

確
実
に
増
加
さ
せ
、
少
子
化
も
加

速
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

日
本
が
ま
す
ま
す
衰
退
す
る
。
あ

き
れ
る
ほ
ど
愚
か
な
考
え
だ
。

 
 （

小
児
科
）

◆
当
院
は
整
形
な
の
で
患
者
さ
ん
は

高
齢
者
が
大
多
数
。
鎮
痛
剤
使
用

等
自
己
管
理
は
困
難
と
考
え
ら
れ

る
。
現
実
的
と
は
思
え
な
い
。
不

必
要
な
処
方
を
す
る
こ
と
の
な
い

様
に
気
を
付
け
て
い
る
。
生
活
保

護
等
、
窓
口
負
担
０
円
→
１
割
に

見
直
し
な
ど
医
療
費
削
減
の
た
め

に
ほ
か
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た

い
。
無
料
の
患
者
さ
ん
が
求
め
る

処
方
は
多
い
よ
う
な
印
象
が
あ
り

ま
す
。

（
整
形
外
科
）

◆
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
副
作
用
が
出
た
か
ら
」

と
受
診
さ
れ
て
も
困
る
。
販
売
し
た

薬
局
が
責
任
を
負
う
べ
き
。

（
泌
尿
器
科
）

◆
３
千
５
０
０
億
円
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
提
案
政

党
は
維
新
で
す
。
医
療
費
を
４
兆
円

削
減
す
る
提
案
で
す
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の

市
販
価
格
は
、
医
療
保
険
料
の
約
１０

倍
、
つ
ま
り
３
兆
５
千
億
円
が
国
民

負
担
と
な
り
ま
す
。
消
費
税
３
・
５

％
に
相
当
し
ま
す
。
弱
み
が
あ
る
患

者
か
ら
む
し
り
取
る
棄
民
政
策
で

す
。
維
新
は
放
逐
す
べ
き
政
党
で
す
。

　（
医
療
生
協
か
な
が
わ
生
活
協
同
組
合

藤
沢
診
療
所
　
野
本
　
哲
夫
）

◆
・
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
で
良
い
か
要
精
査
、

あ
る
い
は
診
断
を
患
者
に
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
手
遅
れ
に
な
っ
た
場
合

の
責
任
は
薬
局
？
本
人
？

・
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
は
、
医
療
機
関
で

の
薬
と
比
べ
て
５
～
１０
倍
の
価
格
で

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

が
、
高
く
て
買
え
な
い
人
も
出
て
く

◆
賛
成
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん

か
ら
の
声
で
「
病
院
で
処
方
さ
れ
た

薬
の
方
が
効
く
」
と
い
っ
た
ご
意
見

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
病
院
で
処
方

す
る
薬
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
効
能
が

同
じ
で
あ
る
認
識
を
持
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
内
科
・
救
急
科
）

◆
⑴
医
療
機
関
を
受
診
し
て
も
薬
の
処

方
が
も
ら
え
な
い
と
分
か
る
と
わ
ざ

◆
患
者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
賛
成

で
き
ま
せ
ん
。

（
内
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
範
囲
は
将
来
広
が
る
と
思

わ
れ
る
。
治
療
を
考
え
る
と
き
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と
他
を
区
別
し
て
治
療

で
き
ま
せ
ん
。

（
内
科
）

◆
結
論

：

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適

用
除
外
に
は
反
対

医
療
保
険
財
政
が
圧
迫
さ
れ
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
い
ず
れ
は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
保
険
適
用
除
外
」
は
必
要
と

な
る
。

　

し
か
し
現
在
の
状
況
で
は
、

・
患
者
が
健
康
や
医
療
に
関
す
る
情

報
を
入
手
し
て
理
解
し
、
活
用
す
る

た
め
の
社
会
的
基
盤
が
ま
だ
十
分
と

は
言
え
な
い
た
め
、
患
者
が
自
己
判

断
で
市
販
薬
を
使
用
し
、
適
切
な
治

療
が
受
け
ら
れ
ず
に
重
篤
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
。

・
市
販
薬
は
処
方
薬
に
比
べ
て
価
格

が
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
経

済
的
困
窮
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と　

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
よ

う
な
問
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
は
、

社
会
全
体
の
健
康
水
準
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
適
用
除
外
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

化
に
は
反
対
す
る
。  

（
匿
名
希
望
）

◆
⑴
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
保
険
適
用
外
と

な
っ
た
場
合
、
自
己
判
断
に
よ
る
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
使
用
に
よ
り
重
篤
化

や
、
合
併
症
を
起
こ
す
な
ど
、
か
え

っ
て
医
療
費
が
高
額
に
な
る
リ
ス
ク

の
可
能
性
。
早
期
発
見
の
見
落
と
し
、

症
状
の
ど
の
段
階
で
医
療
機
関
に
受

診
す
べ
き
判
断
に
差
が
出
る
。

⑵
経
済
的
負
担

個
人
の
経
済
状
況
に
よ
る
格
差
が
で

る
。

⑶
薬
の
適
正
使
用

自
己
判
断
に
て
薬
を
選
択
す
る
こ
と

で
、
誤
っ
た
薬
の
使
用
や
、
相
互
作

用
に
よ
る
健
康
被
害
の
問
題
。
特
に

複
数
の
薬
を
使
用
し
て
い
る
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
の
場
合
、
副

作
用
の
リ
ス
ク
の
増
大
も
考
え
ら
れ

る
。
責
任
の
所
在
も
曖
昧
に
な
る
。

・
医
療
費
削
減
に
は
賛
成
で
あ
る
。

美
容
目
的
、
生
活
改
善
意
思
の
な
い

患
者
な
ど
に
は
制
限
を
か
け
る
べ

き
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
公
的
医
療
保

険
の
対
象
か
ら
外
す
に
あ
た
り
、
例

え
ば
医
療
機
関
で
自
費
販
売
す
る
な

ど
の
対
応
で
あ
れ
ば
、
患
者
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

・
Ｏ
Ｔ
Ｃ
は
健
康
保
険
で
の
薬
の
３

倍
～
１０
倍
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の

も
多
く
、
価
格
設
定
は
製
薬
会
社
の

自
由
に
任
せ
て
い
い
の
か
は
疑
問
で

あ
る
。

　（
湘
南
ふ
か
さ
わ
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

大
腸
肛
門
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

深
澤
　
基
児
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に

反
対
し
ま
す
。
解
熱
鎮
痛
薬
を
例
に

挙
げ
ま
す
と
、
リ
ウ
マ
チ
科
診
療
に

お
い
て
、
強
直
性
脊
椎
炎
や
痛
風
、

偽
痛
風
の
治
療
薬
と
し
て
、
解
熱
鎮

痛
薬
は
補
助
的
な
役
割
で
は
な
く
、

主
要
な
薬
剤
で
す
。
ま
た
関
節
リ
ウ

マ
チ
に
対
す
る
補
助
的
な
鎮
痛
薬
と

し
て
、
解
熱
鎮
痛
薬
は
汎
用
さ
れ
ま

す
が
、
昨
今
の
少
子
化
に
よ
っ
て
高

齢
患
者
が
増
え
、
解
熱
鎮
痛
薬
が
腎

障
害
に
与
え
る
影
響
な
ど
慎
重
な
医

療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
万
が
一
、
保

険
適
用
外
と
な
り
、
医
師
が
患
者
さ

ん
が
服
用
し
て
い
る
解
熱
鎮
痛
薬
を

把
握
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
ら
、

安
全
な
医
療
が
損
な
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
保
険
適
用
外
と
な
る
こ
と
で
患

者
の
自
己
負
担
額
が
更
に
増
え
る
の

で
は
な
い
か
？
と
懸
念
し
ま
す
。
湿

布
薬
を
例
に
と
る
と
、
市
販
の
湿
布

薬
の
価
格
の
高
さ
に
驚
き
ま
す
。
同

一
成
分
で
あ
っ
て
も
市
販
薬
と
処
方

薬
は
薬
価
が
異
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
国
民
の
貧
困
化
が
進
む

中
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
生
存
権
の

侵
害
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
医
療

の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
な
の
に
、
医

学
的
な
吟
味
が
大
し
て
な
さ
れ
ず
に

政
策
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
、
理
性

の
欠
如
を
感
じ
ま
す
。

（
リ
ウ
マ
チ
科
）

［リウマチ科］

解熱鎮痛薬は主要薬剤
腎障害など慎重さ要す
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“保険証復活”の機運を高めよう！
従来型の健康保険証の新規発行が停止され4カ月

が経ちました。7月末には、県下市町村国保や後期

高齢者医療が健康保険証の有効期限を迎え、医療現

場の混乱も予想されます。

　「いつでも、どこでも、だれでも、保険証一枚で」―。

従来型の健康保険証は、国民皆保険のシンボル的存

在です。「使い慣れた健康保険証を復活してほし

い！」という患者・国民の願いを国会に届けるため、

協会はこの度、請願署名及び宣伝物をリニューアル

しました。新宣伝物は①～③の全部で3点。①は月

刊保団連4月号にサンプルを同封しております。

　現在国会に提出されている「保険証復活法案」の

徹底審議を求め、来る参院選で大きな争点に押し上

げるためにも、改めての取り組みにご協力をお願い

いたします。

この件に関するお問合せ…医療運動部会（▢TEL 045-313-2111）まで

★①「保険証を使い続けたい！」請願署名ハガキ付きチラシ（A4サイズ） 部

★②「保険証を使い続けたい！」請願署名
　　　署名ハガキ付きポケットティッシュ版
　　　　　※小口でのご注文も承っております。（100個未満のご注文）の欄にご記入ください。
　　　　　※大量のご注文を頂いた場合は、調整させていただきます。

（500個入） 箱
（100個入） 箱
（100個未満のご注文） 個

★③「保険証を使い続けたい！」請願署名　署名用紙（A4版）
　　　　　※②と同じデザインのA4版署名用紙です。

部

　④「12月2日以降の保険証のはなし」リーフレット 部

注文用紙
★印は新たな宣伝物です。　※②③は同一デザインです。

（ご注文日：　　　　　　年　　　　月　　　　日）

宣伝グッズ注文用紙

「保険証を使い続けたい！」関連の宣伝グッズ

注文受付開始！注文受付開始！
署名は国会の会期ごとに提出しているため、以前ご協力いただいた方も

もう1度、署名できます！！もう1度、署名できます！！

新署名

上記にご記入の上、FAXでご返送ください。（ FAX：045-313-2113　医療運動部会宛 ）
医療機関名 ご住所

ご氏名 医療機関電話番号

①〈新〉署名ハガキ付きチラシ（サンプル同封） ②〈新〉署名ハガキ付きティッシュ

③〈新〉A4版署名用紙 ④〈現在普及中〉リーフレット

署名の第1次締切は…5月31日（土）

（6月5日の国会行動にて提出します）

※A4サイズの署名用紙及び署名はがき付きティッシュは、

　関東ブロック協会での合同制作です。

※デザインは異なりますが、請願署名の内容は3点とも全て同一です。
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